
糸
島
半
島
の
ア
ク
セ
ン
ト

糸
島
地
区
は
、
福
岡
県
の
北
部
筑
前
の
中
で
い
う
と
、
西
部
に
位

置
す
る
。
現
在
の
行
政
区
分
で
は
、
糸
島
半
島
の
東
側
三
分
の
一
は

福
岡
市
西
区
に
属
し
て
い
る
。
半
島
の
西
側
ほ
と
ん
ど
は
、
糸
島
郡

志
摩
町
で
あ
る
。
志
摩
町
の
南
側
に
は
前
原
町
が
接
し
て
い
て
、
乙

れ
は
背
振
山
地
ま
で
続
く
。
前
原
町
の
西
側
に
二
丈
町
が
あ
る
。

糸
島
は
、
農
業
地
帯
で
あ
り
、
ま
た
漁
業
も
盛
ん
で
あ
る
。
農
業

で
は
、
米
作
、
果
樹
栽
媛
、
野
菜
造
り
等
が
行
な
わ
れ
、
福
岡
市
が

近
い
た
め
に
、
近
郊
農
業
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
農
村
の
過

剰
労
働
人
口
を
福
岡
市
へ
送
り
込
む
地
帯
で
あ
り
、
最
近
は
ペ
ッ
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
の
発
展
も
見
ら
れ
る
．
交
通
機
関
と
し
て
は
、
鉄
道

が
筑
肥
線
の
名
で
通
り
、
単
線
で
は
あ
る
が
、
福
岡
市
と
唐
津
市
と

へ
通
じ
て
い
る
。
ま
た
国
道
抑
号
線
が
鉄
道
と
ほ
ぼ
平
行
に
走
っ
て

い
て
、
西
鉄
パ
ス
、
岡
和
パ
ス
が
通
っ
て
い
る
。
乙
乙
で
行
な
わ
れ

る
言
葉
は
、
い
わ
ゆ
る
博
多
弁
に
非
常
に
近
い
言
葉
で
あ
り
、
ア
ク

セ
ン
ト
も
筑
前
中
央
部
の
そ
れ
と
良
ぐ
似
て
い
る
．
た
だ
、
筑
前
中

央
部
の
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
は
、
豊
前
式
ア
ク
セ
ン
に
近
い
面
も
あ
る
．

平
山
輝
男
氏
の
報
告
（
『
九
州
方
言
音
調
の
基
礎
的
研
究
』
一
九
九

頁
以
下
〉
に
よ
る
と

稲

川

順

八
一
拍
名
調
〉

※
助
調
が
「
ガ
、

・
マ
型

と
な
り
、

ζ

れ
は
筑
前
中
央
部
と
同
じ
で
あ
る
。

※
助
調
が
「
ノ
」
に
な
る
と

－V
型
（
胃
・
柄
・
蚊
・
気
・
毛
・
：
：
：
）

O
V
型
（
絵
・
餌
・
木
・
紛
・
字
・
：
：
：
）

と
二
つ
の
型
が
表
わ
れ
る
。
と
の
こ
つ
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
は

豊
前
と
同
じ
で
あ
る
が
、
所
属
す
る
語
集
が
入
れ
替
わ
っ
て

い
る
。

一、
オ

モ、

ハ
」
な
ど
の
場
合

-68-

八
二
拍
名
調
V

※
助
詞
が
「
ガ
、

0
・
マ
型

－O
V
型

と
な
り
、
乙
れ
は
筑
前
中
央
部
と
同
じ
で
あ
る
。

※
助
詞
が
「
ノ
・
ナ
ラ
・
デ
モ
」
に
な
る
と

0
・
v

0
・
v
マ
：
：
：
①

（
足
ニ
八
・
蟻
・
家
・
池
・
：
：
：
）

ニ
、
オ
、

モ、

ハ
」
な
ど
の
場
合



0
・
マ

0
・
マ
マ
：
：
：
②

（
飴
・
味
・
烏
賊
・
石
・
岩
・
：
：
：
）

・
0
マ

・

oマ
マ
：
：
：
③

（
青
・
赤
・
秋
・
朝
・
麻
・
態
・
：
：
：
）

と
三
つ
の
型
が
表
わ
れ
る
．
こ
れ
を
類
の
点
か
ら
見
る
と
、

②
が
一
・
二
類
、
①
が
三
類
、
③
が
四
・
五
類
で
あ
る
（
例

外
は
あ
る
）
。
こ
れ
ら
①
②
③
の
ア
ク
セ
ン
ト
裂
は
、
豊
前

式
と
同
じ
で
あ
る
が
、
①
と
②
は
一
拍
名
詞
と
同
じ
く
所
属

語
集
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

右
の
報
告
を
踏
ま
え
て
、
糸
島
地
区
四
箇
所
、

6
人
に
つ
い
て
調

査
を
行
な
っ
た
。
（
調
査
時
日
昭
和
五
十
年
春
）

ま
ず
、
調
査
地
点
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

福
岡
市
西
区
大
室
払
繰
ら
（
旧
糸
島
郡
）

福
岡
市
西
区
大
字
西
浦
へ
旧
糸
島
郡
）

糸
島
郡
志
摩
町
大
字
野
北

糸
島
郡
二
丈
町
大
字
鹿
都

調
査
語
集

一
拍
名
調
金
田
一
春
彦
氏
著
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研

究
』
臼
頁
の
類
別
語
集
表
か
ら
、
日
常
よ
く
使
う
と
思
わ
れ
る

次
の
語
を
用
い
た
。

一
類
l
柄

蚊

ニ
類
日
名
葉

三

類

木

子口同

矢血

戸

紛

酢

手

菜

根

田

荷

野

火

、

..... 

、西医、

I J ”、、、，．、
，－、、、

、、，

＼一一一ー亡、、～ ¥, : 
－－，『戸・、ーーー－－－－ 1、回、

穂

湯

ニ
拍
名
調
奥
村
三
雄
氏
案
の
類
別
語
集
表
（
語
文
研
究
三
八

号
拙
稿
所
載
〉
か
ら
、
各
類
お
語
ず
つ
選
ん
で
使
用
し
た
。

博

多

湾

前
原
町

目

芽

佐賀県

nu 
au 

夜

輪



一
類
H
味

沖

顔
客

震

ニ
類
H
石

弦

寺

村
．
雪

三
類
H
足

鬼

親

坂
四
類
H
麻

恩

害

柴

汁

五
類
H
青

妹

鯉

蛭

鮒

以
下
、

梨岩口柿飴貝綱前猿赤外笠跡

夏歌国駕蟻

烏

賊

魚

牛

梅

枝

風

蟹

金

壁

蚊

帳

橋音

旗垣

肱紙

人川櫛蹄

各
人
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
乙
う
。

鍵家

髪池

菊犬

草色

数 栗

肩息

絹坂

錐糸

稲

白

瓜

運

下

駄

粉

独

楽

窓白秋

朝

汗

兄

雨

蕎

麦

露

足

袋

高
田
謙
一
氏

現
住
所
糸
島
郡
志
摩
町
大
字
野
北

生
年
明
治
四
四
年
九
月
二
六
日

出
身
校
糸
島
農
業
専
門
学
校

職

業

農

業

転

居

無

し

※ 

昼北靴馬鶴橋

冬鞍雲腫牡

螺

影

蜘

鍋

葱

春
雑海
子老

傷岡

町旅

胸知
恵

栗裏

米襟轄帯

一
拍
名
調

す
べ
て
一
型

－V
型
を
と
る
。

助
詞
「
ガ
」
が
付
属
す
る
時

0
・
マ
型
・

oマ型

一
類
幻
語

3
語

ニ

類

幻

語

3
語

三

類

幻

語

1
語

四
類

3
語

幻

語

五
類

2
語

M
語

助
調
「
ノ
」
が
付
属
す
る
時

0
・
マ
型

0
・
V
型

一
類
口
語

5
語

ニ

類

同

語

4
語

三
類

0
語

幻

語

四
類

1
語

2
語

五
類

2
語

0
語

「
一
拍
名
詞
」
＋

・
マ
型

一

類

5
語

ニ
類

4
語

三
類

1
語

「
ノ
」
の
時

O
V
型

計

O
語

5

語

0
語

4
語

日
語
凶
語

計お
語

お
語

μ
語

お
語

お
語

－O
マ型3

諸
問

3
韮

m

l
認
聞

幻
語

M
語

計

お
語

引い語
M
語

お
語

お
語

nu 弓，



「
ニ
拍
名
詞
」
＋
「
ガ
」

0
・
V

型
・
o
v
型

一

類

幻

語

2
語

二

類

幻

語

2
語

三

類

幻

語

1
語

四
類

2
語

M
語

五
類

O
語

部

語

「
ニ
拍
名
調
」
＋
「
ノ
」

0
・
マ
型

0
・
V
型

一

類

口

語

6
語

二

類

別

語

3
語

三
類

0
語

幻

語

四
類

0
語

2
語

五
類

0
語

0
語

※ 

宗
太
助
氏

現
住
所

生
年

出
身
校

職
業

に
し
D
う
ら

福
岡
市
西
区
大
字
西
浦

明
治
四
二
年
四
月
二
八
日

北
崎
尋
常
高
等
小
学
校

農
業

「
一
拍
名
詞
」
＋

・
マ
型

一
類

5
語

「
ノ
」
の
時

O
V
型

計

o一語

5
諸
問

計Fb
五ロ

ワ
ゐ
圭
ロ

お
語

M
話
回

引
い
諸
問

P
D
五
口

q
L

－－
n
 

－O
マ型

2
諸
問

2
語

1
語

M
語

お
語

S
T
E
 

a－－ロお一訪問

戸

U
E
3

9
＆
S
4
4

ロ

4
五口

内
ソ
脳
会
4
4
n
H

m語
お
語

類類

4
語

1ι

五口

白

E

ユ一千日

15 0 
主五三五
on ロn

「
二
拍
名
詞
」
＋
「
ガ
」

0
・
マ
型
・

o
マ型

一

類

幻

語

4
語

二

類

幻

諾

4
語

三

類

幻

語

2
語

四
類

1
語

お

語

五
類

1
語

お

語

「
二
拍
名
詞
」
＋
「
ノ
」

0
・
マ
裂

0
・
V

型

一

類

口

語

刊

語

二
類
凶
誕
百

5
語

三

類

。

諾

幻

語

四
類

O
語

1
語

五
類

O
詰

O
語

※ 

石
職 出生現田
業 身年住益
校所治

氏
農今明福
業 津治岡

尋三市
常八西
高年区
等六今
小月津
学十3543
校五

日

「
一
拍
名
詞
」
＋
「
ノ
」
の
場
合

16 4 
圭五 圭五
ロ口 ロロ

25 2.5 24 25 25計
宝五言五 lii 圭五圭五
ロロロロ川コロロロ口－O

マ型
4
諸
問

4
語

2
話一一

A

－AE口
q
L
s
t
d
n
 

伊
包
五
ロ

ヮ“三一

25 25 24 25 25計
語語語語語

71一



＠
マ
型

一
類
5
語

ニ

類

4
語

三

類

。

語

O
V
型

0
語

0
語一

日
語

16 4 5 計
語語語

「
二
拍
名
詞
」
＋
「
ガ
」

0
・
マ
型
・

o
マ型

一
類
幻
語

2
語

二

類

幻

語

4
語

三

類

口

語

1
語

四
類

2
語

幻

語

五
類

0
語

お

語

25 25 24 25 25計
語語語語語

「
二
拍
名
調
」
＋
「
ノ
」

0
・
マ
型

0
・
V
型
・

o
マ
型
計

一
類
臼
語

8
語

2
語

二

類

同

語

4
語

4
語

三
類

1
語

幻

語

1
語

四
類

2
語

O
語

幻

語

五
類

0
語

O
語

お

語

袈
出 生現裟
身 年住丸
校 所昇

明福民
治岡

尋三市
常十 西
高四区
等年西
小二ノ
学月浦
校十845

五
日

※ 

コ
拍
名
詞
」

＋
「
ノ
」

の
場
合

職
業

農
業

－マ型

一一類

5
語

一

類

3
語

ニ
類

2
語

「
ニ
拍
名
調
」
＋
「
ガ
」

0
・
マ
塁
・

o
マ型

一
類
幻
語

3
語

二

類

幻

語

4
語

三
類

M
語

1
語

四
類

2
語

幻

語

五
類

0
語

お

語

お
語

回

b
宣
口

q
r
H
4
2
4

ロ

M
語

何日語
お
語

「
ニ
拍
名
調
」
＋
「
ノ
」

0
・
マ
型

0
・
V
型

一
類
口
語

9
語

二

類

別

語

2
語

三
類

2
語

幻

語

四
類

2
語

O
語

五
類

0
語

O
語

※ 

横
尾
寿
氏

現
住
所

O
V
型

O
語

1
語

H
語

25 25 24 25 25計
語語語議語－O

V
型

3
語

4
諸
問

1
語

幻
語

”
。
五
回

q
L
－ヨロ

糸
島
郡
二
丈
町
大
字
骨
炉
内
側

計5
五
回

4
藷
四

日
語

-72一

25 25 24 25 25計
語語語語語



生
年

出
身
校

明
治
二
七
年
一
月
二
七
日

福
吉
尋
常
高
等
小
学
校

「
ニ
音
節
名
調
」
＋

0
・
マ
型

一
類
凶
語

ニ

類

同

語

三

類

印

語

四

類

刊

語

五

類

幻

語

「ガ」

・oマ型ロ
語

口
語

口
語

口
語

2
語

「
二
音
節
名
詞
」
＋
「
ノ
」

0
・
マ
型

0
・
V
型

一
類
日
語

1
語

ニ

類

同

語

0
語

三
類

9
語

9
語

四

類

刊

語

O
語

五
類

2
語

0
語

25 25 24 25 25計
語語語語語－O

マ
型

ロ
語

口
語

口
語

7
語

幻
語

乙
乙
で
被
調
査
者
6
人
の
一
覧
表
を
作
る
と

石

田

益

次

氏

刊

歳

西

区

今

津

宗

太

助

民

日

歳

西

区

西

ノ

浦

袈
裟
丸
昇
一
民
日
歳
西
区
西
ノ
浦

高
田
謙
一
氏

M
歳
志
堅
町
野
北

平

野

雄

平

氏

引

歳

志

摩

町

野

北

横

尾

寿

氏

出

歳

二

丈

町

鹿

家

（
年
齢
は
調
査
時
現
在
）

き
て
、

こ
れ
ら
の
人
々
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
考
察
し
て
い
こ
う
。

25 25 24 25 25計
語語語語語

一
拍
名
調

高
田
氏
と
横
尾
氏
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
接
続
す
る
助
詞
が
「
ガ
」

「
ノ
」
の
い
ず
れ
に
あ
っ
て
も
、
既
に
一
型
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

乙
乙
で
横
尾
氏
の
ア
ク
セ
ン
ト
一
型
化
に
つ
い
て
は
、
氏
の
住
所
が

筑
前
の
最
西
端
、
二
丈
町
鹿
家
（
山
を
一
つ
越
え
る
と
肥
前
・
浜
玉

町
）
で
あ
る
、
と
い
う
乙
と
で
説
明
が
っ
と
う
。
浜
玉
町
は
平
山
輝

男
氏
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
暖
昧
音
調
で
あ
り
、
し
か
も
周
囲
を
一

型
音
調
に
固
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
乙
乙
鹿
家
の
ア
ク
セ

ン
ト
が
暖
昧
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
充
分
考
え
ら
れ
る
し
、
実
際
、
氏

の
ニ
拍
名
詞
ア
ク
セ
ン
ト
の
あ
り
方
は
そ
れ
を
事
実
と
し
て
裏
付
け

る
。
（
と
れ
は
、
次
章
参
照
。
一
方
、
高
田
氏
の
一
型
化
は
地
理
的

な
説
明
で
は
片
付
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
肥
前
と
野
北
は
可
成
離
れ
て

い
る
（
地
図
参
照
）
し
、
同
じ
野
北
在
住
の
平
野
氏
の
ア
ク
セ
ン
ト

は
型
の
区
別
を
保
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
両
氏
は
年
齢
も
極

め
て
近
似
し
て
い
る
。

ζ

と
で
、
高
田
氏
は
、
助
詞
が
「
ノ
」
の
場

合、

O
V
型
が
表
わ
れ
る
と
と
が
あ
っ
た
が
、
改
め
て
聞
い
直
し
内

省
を
求
め
る
と
総
て
・
V
型
の
発
音
を
さ
れ
た
、
と
い
う
事
を
考
え

て
み
る
と
、
氏
の
場
合
、
一
拍
名
調
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
型
の
区
別
が

腫
昧
化
し
、
一
型
化
し
て
い
く
途
上

K
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
二
拍
名
調

K
は
横
尾
氏
と
異
念
－
P
暖
昧
化
の
傾
向
は
ま
だ
見
え
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念
い
。
と
の
二
氏
の
一
拍
名
詞
一
型
化
は
筑
前
で
の
一
拍
名
詞
が
一

型
で
あ
る
ζ

と
K
近
づ
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

こ
と
で
注
目
す
べ
き
乙
と
は
糸
島
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
筑
前
の
そ

れ
が
少
し
異
な
る
と
と
で
あ
る
。
（
と
も
に
一
拍
名
調
の
一
型
で
ア

ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
。
）

※
糸
島「

一
拍
名
調
」
＋
「
ガ
」
川
「
ノ
」
H
共
に
・
マ
型

※
筑
前
「
一
拍
名
詞
」
＋
「
ガ
」

l
・
マ
型

「
一
拍
名
調
」
＋
「
ノ
」

H
O
V
型

右
の
知
く
糸
島
の
万
が
型
の
種
類
（
類
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な

い
）
が
多
い
。

次
に
、
一
型
化
が
完
了
し
た
二
人
を
除
く
四
人
の
ア
ク
セ
ン
ト
動

詞
「
ノ
」
が
附
属
し
た
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
）
を
見
る
。
平
野
氏
（
野
北
）

及
び
石
田
氏
（
今
津
）
に
於
い
て
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
裂
は
、
「
類
」

と
全
く
対
応
し
て
い
る
。
即
ち
、
・
マ
型
の
語

1
一
・
ニ
類
、

o
v

型
の
語

1
一
二
類
で
あ
る
。
ま
た
宗
氏
（
西
浦
）
の
場
合
も
、
三
類
に

1
語
の
例
外
（
荷
U
・
マ
型
）
が
あ
る
の
み
で
残
り
は
や
は
り
、

「
類
と
型
の
対
応
」
を
成
し
て
い
る
。
袈
裟
丸
氏
（
西
浦
）
は
、
二
類

の
1
語
（
「
名
」

H
O
V
型
）
、
三
類
の
2
語
（
「
荷
」
「
火
」

U

・
マ
型
）
の
例
外
を
除
く
と
や
は
り
閉
じ
対
応
を
示
す
。

以
上
か
ら
糸
島
地
区
一
拍
名
調
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
か
な
り
「
類
と

型
の
対
応
」
が
保
た
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

二
拍
名
調

前
項
で
述
べ
た
如
く
、
横
尾
氏
（
二
丈
町
鹿
家
）

の
ア
ク
セ
ン
ト

に
は
型
の
揺
れ
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
、
一
型
化
の
途
上
に
あ

る
と
見
倣
さ
れ
る
＠
次
章
参
照
．
氏
を
除
い
た
五
人
に
つ
い
て
論
じ

る。
各
被
調
査
者
の
音
調
を
提
示
し
て
、
そ
れ
を
各
人
の
最
後
の
部
分

に
、
型
と
類
の
対
応
表
と
し
て
整
理
し
た
が
、
五
人
に
つ
い
て
と
の

表
を
見
る
と
、
附
属
す
る
助
詞
が
「
ガ
」
の
時
、
大
体
に
お
い
て

八
一
・
二
・
三
類
〉
対
八
四
・
五
類
〉
の
対
立
が
あ
る
。
乙
れ
は
筑

前
ア
ク
セ
ン
ト
に
か
な
り
似
て
い
る
わ
け
で
以
下
、
各
類
の
各
語
集

が
、
糸
島
と
筑
前
で
ど
う
発
音
さ
れ
る
か
を
対
比
し
て
い
き
た
い
。

「
第
一
類
」

集

糸

島

語

0

・立・oマ

味

5

一o

飴

5

一o

烏
賊

5

一o

魚

5

一o

牛

5

一o

梅

5

一o

枝

5

一o

海
老

5

一o

傷

5

一o

客

一

5

一o

口

5

一o
5

一o

国

筑

前

0

・v一・oマ
幻一

o
n
一o

幻一

o
幻一
2

6
一日

目一
4

n
一o

日一
8

M

一5
22 23 
1 0 

霧蟻蚊柿維壁 金 蟹 風 駕 顔 沖 岡
帳子
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筑
前
中
央
部
で
の
被
調
査
者
幻
名
は
、
糸
島
で
の
被
調
査
者
5
名



と
比
較
す
れ
ば
、
人
数
も
か
な
り
多
く
、
ま
た
地
域
も
広
い
し
年
齢

も
各
層
に
互
っ
て
い
る
（
糸
島
は
高
年
層
の
み
）
為
、
同
一
の
観
点

か
ら
の
比
較
は
妥
当
で
な
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
そ
れ
ら
を
考
慮
に
入

れ
て
見
て
い
き
た
い
。
ま
た
福
岡
市
西
区
か
ら
若
松
ま
で
の
ア
ク
セ

ン
ト
対
応
表
1
拙
稿
「
福
岡
県
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
語
文
研
究

u
・
刊
号
）

ω
t
n頁
参
照
ー
を
も
参
考
に
し
て
論
じ
て
い
く

ε

4

一
類
で
高
起
化
す
る
語
は
、
「
蚊
帳
」
（
3
名
が
高
起
化
）
、

2

「
柿
」
（
1
名
）
、
「
蟻
、
霧
」
（
5
名
全
員
）
の
4
語
で
あ
る
e

筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
、
即
ち
福
岡
市
及
其
近
郊
ア
ク
セ
ン
ト
（
以
一
い
：

「
福
ア
」
と
表
わ
す
）
を
見
て
も
、
こ
れ
ら
の
語
は
其
れ
ぞ
れ

ι1

1
否
、
日
五
、

6
一
口
と
か
な
り
・

oマ
型
（
下
の
数
字
）
が
ゆ
J
h
v
j
I

芯
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
糸
島
地
区
の
方
が
保
守
的
で
あ
る
ー
ま
た

地
理
的
に
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「
蚊
帳
」

H
A
地
点
、
「
蟻
」

1
1

．

B
－
C
各
地
点
、
「
霧
」

H
H
A

・
B
両
地
点
で
高
起
化
し
て
い
て
、

糸
一
局
地
区
も
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
牛
」
「
柿
↑

ι

ど
で
は
、
糸
島
は
地
理
的
分
布
に
対
応
し
て
い
な
い
。
「
牛
」
は
一

福
ア
で
高
起
化
の
率
が
大
き
く
（
6
一
口
）
、
地
理
的
に
も
A
、
－
、

C
各
地
点
で
高
起
化
し
て
い
る
が
、
糸
島
で
は
、

5
一
0
で
あ
る
‘

「
第
二
類
」

石

5

一o
u
一9

岩

5

一0
幻一

o

歌

5

一0
幻一

o

音

5

一0
幻一

o

川

5

一0
幻一

o

人肱 旗 夏 梨 寺

5 5 5 5 5互
ー百万百万石 b

z32023nl..2~ 
す τττ70 

北

5

一o

鞍

5

一o

旅

5

一o

知
恵
5

一o

村

5

一o

垣

5
T

雪

3

一2

弦紙橋胸町冬昼

0 0 2 5 5＿互主τ吉正万一百 b 。

｛
4

イ
三
河
一
1
＝f
l
ベd

ト

4 4 41)221.§.!...Q 
2521TiiO15 8 

二
類
で
高
起
化
す
る
語
は
「
垣
」
（
1
人
）
、
「
雪
」
（
2
人
）
、

橋
（
3
人
）
、
「
紙
」
「
弦
」
（
5
人
全
員
）
の
．
5
語
。
「
垣
」
は

福
ア
で
も
高
起
化
が
そ
れ
程
進
ん
で
お
ら
ず
（
日

τ）
ま
た
A
t
k

地
点
を
見
て
も
、
高
起
化
は

B
地
点
の
み
で
あ
る
。
「
雪
」
は
福
一
f

で
は
日
て
ま
た
地
理
的
に
見
て
も
B
－
C
地
点
の
み
で
高
起
化
一

糸
島
で
－
の
高
起
化
す
る
人
数
（
2
人
）
と
比
較
”
ゆ
て
妥
当
？
の
一
M

，

「
橋
」
「
紙
」
「
弦
」
の
3
語
は
福
ア
で
、

4
一日、

4
一
引

4
一
引
川

高
起
化
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
し
、

A

・
B
－
C
地
点
（
日
紙
｛
は

D
地
点
も
）
の
高
起
化
と
対
応
し
て
、
地
理
的
分
布
に
適
っ
て
い
る

（
石
・
梨
・
昼
・
冬
な
ど
は
福
ア
と
対
応
し
て
い
な
い
。
）

「
第
三
類
」

足

5

一o
m
一o

網

5

一0
幻一

o

犬

5

一0
幻一

o

色

5

一o
幻一

o

腕

5

一0
幻一

o

草菊髪池家

一75
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鍵親鬼襟裏膿馬

5 5 5 5 5 5 5 
す百万万一百万万

23 23 23 23 23 22 23 
7 す 0す す 丁 す

靴貝坂米栗雲櫛

5

一0
5

一0
5

一0
5

－0 
5

一0
5

一1
1

一5

エ.--2.n~~i空 23
16 16 0 1 1－百万

三
類
で
は
、
「
貝
」
（
1
名
）
、
「
靴
」
（
5
名
）
が
高
起
化
す

る
．
福
ア
で
は
其
れ
ぞ
れ
9
一同、

7
一
日
の
割
合
で
・

o
v型
が
か
な

り
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
貝
」
（
仰
頁
）
は
A

・

c
－
D
地
区
（
筑

前
）
、
日
・

J
－

K
・
L
地
点
で
其
れ
ぞ
れ
独
立
に
高
起
化
し
て
い

る
。
あ
る
程
度
高
起
化
し
や
す
い
語
と
言
え
よ
う
．
「
靴
」
は
、

E

地
点
以
外
で
は
総
て
高
起
化
し
て
い
て
、
福
岡
県
北
部
全
体
で
高
起

化
が
進
ん
で
い
る
語
で
あ
る
。
雲
（
そ
れ
ぞ
れ

5τ
、
口
了
〉
は
福

ア
で
は
高
起
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
地
理
的
に
見
て
筑
前
で
は
其
れ

程
高
起
化
し
や
す
い
語
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（
豊
前
で
は
＠

O
マ

型
）
．

－
J

第
四
類
」

宝
口

5
一一1

粉

4

一3
i
u

一9

鞘

1

Z

2
一幻

麻

O
一5
9
一日

跡

o
－50
一幻

瓜臼稲糸板患

0

一5
0

一5
0

一5
0

一5
0

一5
0

一5
00 1120  
23吉322222123

絹肩数笠恩帯栗

」L_Q立」L♀ _Q立
5555555  

1 2 
23 22 

運

o
一5

錐

o
一5

下
駄

o
一5

独
楽

oτ

柴

o
一5

汁

o
一5

外

0

一5

四
類
で
は
「
害
」
（
5
名
）
、
「
粉
」
（
4
名
）
「
鞘
」
（
1
名
）

が
中
高
（
0
・
マ
）
型
化
し
て
い
る
。
「
害
」
は
残
念
な
が
ら
比
較

資
料
が
な
い
＠
「
粉
」
は
福
ア
で
も
U
9
と
か
な
り
中
高
型
が
多
い
。

「
鞘
」
も
2
幻
（
福
ア
）
と
少
し
は
中
高
型
が
見
ら
れ
る
＠
「
麻
」

「
独
楽
」
な
ど
は
糸
島
で
は
安
定
し
て
い
る
。

「
第
五
類
」

蛭

1
一4

2
一幻

牡
嘱
1
一5

5

一日

青

0

一5
0

一幻

赤

0

一5
0

一幻

秋

o一5
0

一幻

蜘
妹
。
一
5

2

2

鯉

o
τ
o一幻

猿

0

一5
0
一
幻

自

o
一5
1

一ね

蕎
麦
0

一5
0

5

鮒春 葱鍋鶴影桶雨兄汗朝
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足
袋
O

一5

霧

0
一5
2 0 
21 23 

窓前

（
1
名
）
等
の
中
高
型
も

五
類
の
「
蛭
」
（
1
名
）
、
「
牡
嘱
」

福
ア
の
2
一幻、

5
一
日
に
対
応
し
て
い
る
。

右
で
恥
り
上
げ
た
以
外
の
語
は
全
く
安
定
し
て
い
る
。

乙
乙
ま
で
は
、
二
拍
名
調
に
助
詞
「
ガ
」
が
付
属
し
た
場
合
の
ア

ク
セ
ン
ト
を
福
ア
と
A
t
L
地
点
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
を
比
較
材
料
に

使
い
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
糸
島
ア
ク
セ
ン
ト
は

「
福
岡
市
及
其
近
郊
ア
ク
セ
ン
ト
」
に
か
な
り
近
い
が
、
幾
分
古
い

形
を
保
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
助
詞
「
ノ
」
が
付
属
し
た
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
検
討
し
よ

う。

0
・
V
型
を
と
る
語
は
、
助
詞
「
ガ
」
の
つ
く
語
と
全
く
一
致

す
る
の
で
、

0
・
V
型
を
と
る
語
だ
け
ぞ
見
て
い
く
。

一
類
語

5
名
全
員
が
平
板
に
な
る
語
は
5
語、

顔
、
蟹
、
雑
子
、
客
、
国

で
あ
る
。
沖

1
4
名
、
牛

H
3
名
、
味
・
飴
・
魚
・
海
老
・
駕
・
金

H
各
一
名
。

ニ
類
語
知
恵

H
5
名
。
寺
U
4
名
。
人
目
4
名
。
岩
・
垣
・
昼
・

鞍
・
旅
日
各
1
名。

三
類
語
乙
乙
で
は

O
＠
マ
型
を
と
る
語
を
見
て
い
く
。
菊

1
2

名
、
鞍
・
旅

H
1
名。

四
類
語

0
・
マ
型
を
と
る
も
の
、
害
1
3
名
、
粉
日
2
名。

0

・
V
型
を
と
る
も
の
、
害
H
H
2
名
、
粉
日
2
名

、

鞘

1
1
名。

1

－2
 

五
類
語

0
・
マ
型
を
と
る
語
、
牡
嘱
・
蛭
H
各
1
名。

型
を
と
る
語
、
無
。

こ
れ
ら
の
語
集
は
、
百
川
団
岡
山
と
い
う
類
の
体
系
か
ら
は
ず
れ

た
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
ル
引
豊
前
で
助
詞
「
ガ
」
の
つ
く
時
の
体
系

日
川
町
岡
山
か
ら
は
ず
れ
た
語
集
を
比
較
す
る
。
豊
前
ア
ク
セ
ン
ト

刈
組
制
劃
者
と
し
て
、
川
上
一
郎
氏
（
大
正
日
年
生
）
、
水
上
邦
雄

氏
（
大
正
6
年
生
）
の
二
名
を
掲
げ
る
。
両
氏
共
に
遠
賀
郡
芦
屋
町
．

出
町
在
住
（
遠
賀
川
河
口
の
東
岸
）
で
、
漁
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
る

a

両
氏
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
中
で
、
類
と
型
の
対
応
の
例
外
と
な
る
語
を

見
る
と

川
上
一
郎
氏

一
類
日
沖
・
鈴
・
席
（
0
・
マ
型
）
。
蟻

二
類
H

鞍
・
寺
（
0
・
マ
型
）

三
類
日
雲
・
膿
・
靴
（
・

oマ
型
）

四
類
H
麻
（

0

・V
型）

五
類
H
／

0
・
マ

（－

oマ
型
）

-77-

水
上
邦
雄
氏

一
類
H

園
、
鋤
（
0
・
マ
型
）
、
蟻
・
鷹
（
・

oマ
型
）

ニ
類
H
鞍
・
寺
（
0
・
マ
型
）
、
垣
（
・

oマ
型
）

三
類
H
裏
・
白
堀
（
0
・
V
型
）
、
膿
・
霧
（
・

o
v型）

四
類
H
麻
（
0

・V
型〉

五
類
H
／

乙
の
う
ち
先
の
糸
島
の
語
集
と
一
致
す
る
も
の
は
、

一
類
H

「
国
」



（
水
上
氏
）
、
「
沖
」
（
水
上
氏
）
、
「
蟻
」
（
両
氏
）
、
一
一
類
H

「
鞍
・
寺
」
（
両
氏
）
、
三
類

t
「
靴
」
、
四
、
五
類
日
／
で
あ
る
。

ま
た
先
に
引
用
し
た
添
田
氏
の
論
文
で
の
若
松
半
島
の
高
年
層
ア
ク

セ
ン
ト
語
集
表
と
比
較
す
る
と
対
応
し
て
表
わ
れ
る
語
は
「
靴
」
1

語
の
み
、

以
上
か
ら
、
豊
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
糸
島
ア
ク
セ
ン
ト
の
親
で

あ
る
と
は
言
え
よ
う
が
、
し
か
し
糸
島
ア
ク
セ
ン
ト
は
分
派
し
た
後

独
自
の
変
化
を
遂
げ
、
現
在
で
は
豊
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
は
筑
前

式
ア
ク
セ
ン
ト
に
近
い
と
言
え
よ
う
＠
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